
【技術分類】５－２－１ う蝕治療／治療用器材／光重合レジン用光照射器材 
【技術名称】５－２－１－１ 光照射器（チェアサイドタイプ） 
 
【技術内容】 
う蝕治療などにおいて、歯科用光重合型コンポジットレジンの重合の際に使用される器械である光

照射器のうち、チェアサイドで使用するタイプのものである。 
チェアサイド用光照射器で重要なことは、生体に対して影響を及ぼさないことである。初期の光重

合型コンポジットレジンは紫外線領域の波長で重合するタイプであった。しかし、紫外線による影響

が懸念されたため、現在では 400～500nmの可視光領域の波長で重合されるカンファーキノンを重合
開始剤とするコンポジットレジンが開発され使用されている。400nmより短波長側の紫外線領域に近
いと眼、皮膚、口腔粘膜に対する影響が考えられ、500nmより長波長側の赤外線領域に近いと熱によ
る歯髄刺激が考えられ、これらの波長の光はフィルタにより排除されている。 
光照射器の光源として、タングステンハロゲンランプ、キセノンランプ、発光ダイオードが使用さ

れている。 
タングステンハロゲンランプは単にハロゲンランプとも呼ばれ、ガンタイプでよく使用される。フ

ィルタを使用して不要の波長光を除去しており、470nm付近に波長分布ピークを示し、75Wのハロ
ゲン球の場合、照射時間は 20～40秒である。最近高出力タイプのハロゲンランプが開発され、照射
時間は 10～20秒に短縮されている。 
キセノンランプは高出力であるが冷却ファンが必要なため、光ファイバータイプで使用される。フ

ィルタを使用して不要の波長光を除去しており、照射時間は 5～10秒間と短い。 
発光ダイオードは単に LEDと呼ばれ、限定された波長範囲の光を発光するため、フィルタを必要
としない。消費電力が少なく、コードレスタイプでよく使用される。 
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 図 1 光照射器（ハロゲンランプタイプ）    図 2 光照射器（キセノンタイプ） 

 図 3 光照射器（LEDタイプ） 
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